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No.168

帆引き船（霞ヶ浦）

　

平
成
二
十
一
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
五

日
か
ら
六
月
二
十
二
日
ま
で
十
八
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
知
事
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
茨
城

県
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
議
員
か
ら
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
意
見
書
な

ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
水
郷
有
料
道
路
の
早
期
無

料
化
、
今
後
の
少
子
化
対
策
、
憲
法
意
識
の
啓

も
う
、
鹿
島
港
水
深
十
四
メ
ー
ト
ル
岸
壁
の
供

用
時
期
、
偕
楽
園
表
門
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
整
備
、

県
北
地
域
活
性
化
の
た
め
の
交
流
拡
大
策
な

ど
を
質
問
し
ま
し
た
。（
二
・
三
面
）

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の
審
査
や

所
管
事
務
に
関
す
る
質
疑
を
行
い
、
茨
城
空
港

開
港
ま
で
の
取
り
組
み
、
地
球
温
暖
化
対
策
に

向
け
た
本
県
独
自
の
取
り
組
み
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
導
入
の
見
通
し
、
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会

の
設
置
状
況
、
当
初
予
算
に
お
け
る
公
共
事
業

執
行
目
標
達
成
、
ひ
っ
た
く
り
対
策
な
ど
を
議

論
し
ま
し
た
。（
四
面
）

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の
審
査

の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
・
Ｔ
Ｘ
の
東
京
延
伸
、

女
性
の
健
康
支
援
、
若
年
労
働
者
の
雇
用
安
定

策
、
石
炭
火
力
発
電
所
増
設
中
止
、
出
資
団
体

対
策
、
上
曽
ト
ン
ネ
ル
の
現
状
と
着
工
見
通
し

な
ど
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。（
六
面
）

　

安
心
で
き
る
食
の
確
保
や
提
供
等
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
食
品
輸
入
業
者
の

届
出
制
度
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
茨
城
県
食
の

安
全
・
安
心
推
進
条
例
」
を
審
査
し
、
調
査
結

果
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
県
出
資
団
体
等

調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
出
資
団
体
や
特
別
会

計
・
企
業
会
計
の
経
営
健
全
化
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
調
査
し
、
特
に
精
査
す
べ
き
七
団

体
三
会
計
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。（
六
面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、

意
見
書
、
請
願
な
ど
の
十
八
件
の
議
案
等
が
可

決
、
同
意
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

古河総合公園の大賀ハス（古河市）

生田（おいだ）の大滝（常陸太田市）

大竹海岸（鉾田市）

海、滝、湖…茨城県内には夏の観光資源が数多くあります。
今年の夏は、“いばらきの魅力”を満喫してみませんか？

アクアワールド大洗（大洗町）

　

平
成
二
十
一
年
五
月
臨
時
会
は
、
五
月
二

十
九
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

知
事
か
ら
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及
び
報
告
一
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
三
面
）

いばらきの観光情報は「観光いばらき」ホームページでご覧いただけます。   http://www.ibarakiguide.jp/

今
定
例
会
の
概
要

いばらきの夏

五
月
臨
時
会
の
概
要
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一般質問（要旨）

早期無料化が待たれる水郷有料道路

子育て支援が課題

一人一人が憲法を考える場を水深14メートル岸壁の建設が進む鹿島港

　平成21年第２回定例会は、概ね以下の会期
日程で開催されました。
■６月５日(金) 本 会 議
　開会後、議案が上程され、知事から提案
理由の説明が行われました。

■6月10日(水)・11日(木) 本 会 議
　議員６名が県政の諸課題について質問を
行いました。

■6月12日(金)・15日(月) 常 任 委 員 会
　付託された議案などの審査を行いました。

■６月19日(金) 調査特別委員会
　県出資団体等調査特別委員会を開催し、
調査を行いました。

■６月22日(月) 本 会 議
　各常任委員会委員長、予算特別委員会委
員長及び安心できる食の確保や提供等に関
する調査特別委員会委員長から審査の経過
及び結果の報告を行いました。その後、議
案の採決などを行い、閉会しました。

議
員
（
自
民
）  

水
郷
有
料
道

路
の
建
設
費
は
既
に
償
還
済

み
で
あ
り
、
す
ぐ
に
で
も
無

料
化
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

い
つ
か
ら
無
料
化
す
る
の
か
。

知
事  

利
用
が
好
調
な
路
線
と

収
支
の
厳
し
い
路
線
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
安
定

し
た
経
営
を
行
う
た
め
、
償

還
完
了
後
も
一
定
の
範
囲
内

で
料
金
徴
収
が
で
き
る
「
公

差
制
度
」
を
利
用
し
料
金
徴

収
を
継
続
し
て
い
る
が
、
地

元
の
要
望
を
踏
ま
え
平
成
二

十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
を

目
途
に
無
料
化
に
必
要
な
手

続
き
を
進
め
て
い
く
。

議
員  

「
水
郷
県
民
の
森
」
を

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
よ
り
多

く
の
県
民
に
利
用
し
て
も
ら

え
る
施
設
と
す
る
た
め
、
芝

生
広
場
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

農
林
水
産
部
長  

必
要
な
手
続

き
や
看
板
の
設
置
な
ど
を
進
め
、

九
月
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。
次
年
度
以
降
は

ベ
ン
チ
な
ど
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

 

（
ほ
か
に
、
茨
城
空
港
開
港

に
伴
う
観
光
宿
泊
対
策
、
国

道
五
一
号
潮
来
バ
イ
パ
ス
な

ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

憲
法
改
正
国

民
投
票
法
が
来
年
施
行
さ
れ
る
。

個
々
人
が
責
任
を
も
っ
て
態

度
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
、
県

は
先
駆
的
に
県
民
の
憲
法
意

識
を
教
え
導
く
場
を
設
け
る

べ
き
。
県
庁
で
の
常
設
展
な

ど
を
提
案
す
る
。
ど
う
考
え

行
動
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

国
民
一
人
一
人
が
憲

法
の
理
解
を
深
め
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
憲
法
週

間
を
中
心
と
し
た
様
々
な
取

り
組
み
の
ほ
か
、
県
で
は
提

案
も
踏
ま
え
、
広
報
誌
や
県

民
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
活

用
し
、
県
民
の
認
識
や
議
論

が
深
ま
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

議
員　

学
校
が
荒
れ
て
も
、

教
師
は
体
罰
禁
止
に
縛
ら
れ

何
も
で
き
な
い
。
時
に
は
体

を
張
っ
て
「
ダ
メ
な
こ
と
は

ダ
メ
」
と
言
え
る
技
術
と
経

験
を
修
得
す
べ
き
だ
が
、
指

導
を
ど
う
徹
底
す
る
の
か
。

教
育
長　

生
徒
指
導
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
や
各
学
校
で
の
研
修

の
充
実
に
よ
り
、
各
教
員
が

冷
静
か
つ
毅
然
と
し
た
対
応

を
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
北
方
領
土
・
拉

致
被
害
者
救
出
問
題
、
在
宅

介
護
へ
の
現
金
給
付
の
導
入

な
ど
も
質
問
）

議
員
（
民
主
）　

新
し
い
少
子

化
対
策
総
合
計
画
で
あ
る
新

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
の
見
直
し

内
容
を
踏
ま
え
、
今
後
の
少

子
化
対
策
を
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

結
婚
支
援
対
策
の
充

実
や
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
な
ど
幅
広
い
観
点

か
ら
、
社
会
全
体
で
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
に
は
、
県
や
市
町
村

が
連
携
し
て
迅
速
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
県
民
へ
の
的

確
な
情
報
提
供
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

今
年
四
月

か
ら
、
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

を
用
い
て
、
電
子
メ
ー
ル
等

で
県
民
へ
防
災
情
報
を
提
供

す
る
取
り
組
み
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
周
知

を
図
り
登
録
者
の
拡
大
に
努

め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
地
域
公
共
交
通

活
性
化
の
取
り
組
み
、
看
護

師
確
保
対
策
、
教
員
の
負
担

軽
減
対
策
な
ど
も
質
問
）

藤
島　

正
孝（

自
由
民
主
党
）

佐
藤　

光
雄（

民　

主　

党
）

狩
野　

岳
也（

自
由
民
主
党
）

錦
織　

孝
一（

自
由
民
主
党
）

舘　
　

静
馬（

自
由
民
主
党
）

黒
部　

博
英（

自
由
民
主
党
）

●
質
問
者

■６月16日(火) 本 会 議
　各常任委員会委員長から審査の経過及び
結果の報告を行いました。

■６月17日(水) 調査特別委員会
　安心できる食の確保や提供等に関する調
査特別委員会を開催し、「茨城県食の安全・
安心推進条例案」を審査し、調査結果報告
書をまとめました。

■６月18日(木) 予算特別委員会
　付託された予算関係議案の審査を行いま
した。

議
員
（
自
民
）　

鹿
島
港
外
港

岸
壁
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
公
共
貨
物
の
増
加

や
運
送
コ
ス
ト
の
低
減
に
伴
う
、

船
舶
の
大
型
化
に
対
応
で
き

る
水
深
十
四
メ
ー
ト
ル
の
岸

壁
の
整
備
に
つ
い
て
、
い
つ

頃
供
用
さ
れ
る
の
か
。

知
事　

補
正
予
算
で
約
五
十

億
円
の
事
業
費
が
追
加
さ
れ
、

大
幅
に
事
業
が
進
む
見
込
み
。

平
成
二
十
三
年
度
の
供
用
開

始
が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き

国
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

議
員　

本
県
林
業
再
生
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
利
用
の
難
し
か
っ

た
間
伐
材
を
木
材
会
社
に

使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
企

業
側
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
、

木
材
供
給
体
制
の
充
実
な
ど

の
方
策
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
企
業
と
連
携
し
た

林
業
の
振
興
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

地
元
の
業

者
な
ど
が
、
安
定
し
て
原
木

を
供
給
で
き
る
よ
う
、
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
、
担
い

手
の
確
保
・
育
成
対
策
な
ど

を
進
め
、
林
業
の
振
興
を
図
っ

て
い
く
。

（
ほ
か
に
水
田
農
業
の
振
興
、

鹿
島
灘
で
の
海
岸
侵
食
対
策

な
ど
も
質
問
）

第2回定例会の主な日程
水
郷
有
料
道
路
の
早
期
無
料
化
を

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
を

目
途
に
手
続
き
進
め
る

憲
法
意
識
を
啓
も
う
す
る
常
設
展
を

県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
活
用

今
後
の
少
子
化
対
策
の
展
開
は

幅
広
い
観
点
か
ら
総
合
的
に
推
進

水
深
十
四
メ
ー
ト
ル
岸
壁
の
供
用
時
期
は

平
成
二
十
三
年
度
の
供
用
開
始
が
で
き
る
よ
う

国
に
働
き
か
け
て
い
く
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一般質問（要旨）

偕楽園表門自然の中を走破する「奥久慈トレイルレース」

議
員
（
自
民
）　

将
来
的
な
表

門
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、

観
光
バ
ス
等
が
直
接
表
門
に

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
と
い
っ

た
利
便
性
の
高
い
整
備
が
必

要
で
あ
り
、
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

所
見
は
。

土
木
部
長　

当
面
の
計
画
と

し
て
、
表
門
通
り
な
ど
の
整

備
に
取
り
組
む
。
更
な
る
改

善
策
と
し
て
、
直
接
表
門
に

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
ル
ー
ト

を
検
討
し
、
実
現
に
向
け
て

努
め
て
い
く
。

議
員　
「
産
業
大
県
づ
く
り
」

か
ら
、「
未
来
を
拓
く
人
づ
く

り
」
に
重
点
を
お
く
転
換
点

に
来
て
い
る
。
一
般
財
源
の

た
ば
こ
税
約
六
十
三
億
円
の

税
収
を
、
教
育
、
子
育
て
支

援
の
特
定
財
源
と
し
て
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

知
事　

限
ら
れ
た
税
収
の
一

部
を
特
定
の
使
途
に
固
定
的

に
用
い
る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
れ
ま
で
も
子
育
て
支
援
施

策
等
を
積
極
的
に
展
開
し
て

き
た
が
、
引
き
続
き
充
実
に

努
め
た
い
。

（
ほ
か
に
、
子
育
て
支
援
の

取
組
、
県
有
体
育
施
設
の
整

備
と
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
な

ど
も
質
問
）　

肝
炎
対
策
の
た
め
の
基
本
法
の
制
定
を

求
め
る
意
見
書

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
、
国
の
「
新
し

い
肝
炎
総
合
対
策
」（
七
カ
年
計
画
）

が
ス
タ
ー
ト
し
、
医
療
費
助
成
や
、
検

査
・
治
療
体
制
の
整
備
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
も
の
の
、
法
律
の
裏
付
け
が
な

い
予
算
措
置
（
国
二
分
の
一
、
県
二
分

の
一
）
で
あ
る
た
め
恒
久
的
な
対
策
と

し
て
担
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

適
切
な
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
対
策
を
、
全
国

的
規
模
で
推
進
す
る
た
め
、
肝
炎
対
策

に
係
る
「
基
本
理
念
」
や
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
責
務
を
定
め
た「
基
本
法
・

根
拠
法
」
の
制
定
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
ウ
イ
ル

ス
肝
炎
患
者
救
済
の
た
め
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
緊
急
に
施
策
を
講
じ
ら
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
対
策
を
恒
久
的
に

推
進
す
る
た
め
に
、
肝
炎
対
策
の
た

め
の
基
本
法
を
早
期
に
成
立
さ
せ
る

こ
と
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る

意
見
書

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
国
家
的
な
危
機

管
理
の
視
点
に
た
っ
て
国
民
の
安
全
で

安
心
な
生
活
を
守
る
と
と
も
に
、
円
滑

な
社
会
活
動
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
、
単

年
度
の
緊
急
的
支
援
で
な
く
、
法
的
な

支
援
制
度
を
整
備
し
、
次
の
措
置
を
講

じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　

国
民
や
地
方
自
治
体
、
関
係
者
等

に
対
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ

（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
に
関
す
る
感
染
力
や

病
原
性
な
ど
の
正
確
か
つ
有
効
な
情

報
を
迅
速
に
提
供
す
る
こ
と
。
あ
わ

せ
て
、
国
と
地
方
自
治
体
間
の
連
携

を
密
に
し
適
切
な
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
。

２　

電
話
相
談
窓
口
（
発
熱
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
）
の
設
置
に
必
要
な
人
的

配
置
に
つ
い
て
財
政
的
な
支
援
を
行

う
こ
と
。　

３　

発
熱
外
来
の
設
置
や
医
療
従
事
者

の
確
保
な
ど
医
療
体
制
の
維
持
確
保

に
係
る
経
費
に
つ
い
て
財
政
的
な
支

援
を
行
う
こ
と
。

４　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１

Ｎ
１
）
の
診
療
を
行
う
医
療
従
事
者

に
対
す
る
補
償
制
度
を
整
備
す
る
こ

と
。

５　

ワ
ク
チ
ン
の
製
造
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
優
先
順

位
、
接
種
方
法
等
を
早
期
に
明
確
化

す
る
こ
と
。

６　

社
会
活
動
の
制
約
に
係
る
対
策
に

つ
い
て
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
の
感
染
力
や
病
原

性
な
ど
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
、
弾
力

的
、
機
動
的
な
対
応
に
よ
り
、
可
能

な
限
り
長
期
間
に
渡
る
制
約
と
な
ら

な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

７　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ

（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
に
関
す
る
対
応
に
つ

い
て
十
分
に
検
証
を
行
い
、
強
毒
性

と
言
わ
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ｈ
５
Ｎ
１
）
へ
の
対
策
に
万
全
を

期
す
こ
と
。

低
炭
素
社
会
形
成
の
た
め
の
基
本
法
制

定
を
求
め
る
意
見
書

　

京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
に
基
づ

き
、
京
都
議
定
書
の
６
％
削
減
の
目
標

の
達
成
に
向
け
て
努
力
す
る
と
と
も
に
、

京
都
議
定
書
後
の
国
際
枠
組
み
に
お
い

て
我
が
国
と
し
て
中
期
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
展
開

す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
法
律
、
財
政
、
税
制
、

金
融
上
、
そ
の
他
の
措
置
を
集
中
的
に

講
じ
な
が
ら
、
世
界
に
先
駆
け
た
低
炭

素
社
会
の
構
築
を
目
指
す
取
組
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
前
記

の
内
容
の
実
現
を
目
指
す
法
律
を
制
定

す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

議
員
（
自
民
）　

首
都
圏
の
住

民
が
移
住
し
た
く
な
る
話
題

性
の
あ
る
取
り
組
み
を
継
続

的
に
実
施
し
、
戦
略
的
に
情

報
発
信
す
る
こ
と
で
、
県
北

地
域
の
持
つ
魅
力
を
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
こ
と
が
必
要
。
県

北
地
域
活
性
化
の
た
め
、
交

流
拡
大
や
情
報
発
信
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン

の
実
験
営
業
な
ど
の
ほ
か
、

「
奥
久
慈
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
」

の
定
着
や
道
路
整
備
な
ど
も

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
メ
デ
ィ

ア
ツ
ア
ー
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

に
加
え
、
移
住
・
二
地
域
居

住
希
望
者
に
対
応
す
る
相
談

員
を
東
京
に
配
置
す
る
ほ
か
、

住
ま
い
の
情
報
提
供
を
強
化

す
る
。

議
員　

子
ど
も
を
産
み
育
て

る
環
境
づ
く
り
に
今
後
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

知
事　

企
業
の
子
育
て
支
援

の
取
り
組
み
や
男
性
の
育
児

参
加
の
事
例
を
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
紹
介
し
て
企
業
の

意
識
啓
発
を
図
り
、
国
へ
も

男
性
の
育
児
参
加
促
進
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
助
産
師
の
活
用
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
森
林
環
境

教
育
の
取
り
組
み
な
ど
も
質

問
）

請
願
の
審
査
結
果

総
務
企
画
委
員
会

○
旧
県
庁
舎
（
三
の
丸
庁
舎
）
お
よ
び
周
辺
地

域
へ
の
水
戸
市
役
所
お
よ
び
関
係
行
政
機
能

の
再
配
置
を
求
め
る
請
願

採択

環
境
商
工
委
員
会

○
「
気
候
保
護
法
（
仮
称
）」
の
制
定
を
求
め
る

請
願

不採択

  

議
員
等
提
出

○
肝
炎
対
策
の
た
め
の
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
意
見
書

○
低
炭
素
社
会
形
成
の
た
め
の
基
本
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書

  

知
事
提
出　

◆
予
算
関
係

○
平
成
二
十
一
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
一
年
度
茨
城
県
港
湾
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
食
の
安
全
・
安
心
推
進
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
茨
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
地
域
医
療
医
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
茨
城
県
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
警
察
本
部
内
部
組
織
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
薬
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
三
件

  

そ
の
他　

○
地
方
自
治
法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県

出
資
団
体
等
の
課
題
に
係
る
対
応
に
つ
い
て
知
事
に
報
告

を
求
め
る
件

保
健
福
祉
委
員
会

○
「
肝
炎
対
策
の
た
め
の
基
本
法
の
制
定
を
求

め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願

採択

  

知
事
提
出

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
の
概
要

　

人
事
委
員
会
の
勧
告
に
伴
い
、
平
成
二
十
一
年
六
月
に
支
給

す
る
期
末
手
当
等
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を
暫
定
的
に
凍
結
す

る
こ
と
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

五
月
臨
時
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

鶴
岡　

正
彦
（
自
由
民
主
党
）

長
谷
川
修
平
（
民　

主　

党
）

井
手　

義
弘
（
公　

明　

党
）

江
田　

隆
記
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

山
中
た
い
子
（
日
本
共
産
党
）

質

疑

者

偕
楽
園
表
門
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
整
備
は

ル
ー
ト
を
検
討
し
、
実
現
に
努
め
る

県
北
地
域
活
性
化
の
た
め
の
交
流
拡
大
策
は

地
域
の
魅
力
を
戦
略
的
に
情
報
発
信

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

（
要  

旨
）

意

見

書
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菜の花栽培による農地再生

ひったくり防止街頭啓発

問　

知
事
が
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
に
つ
い
て
、
一
九
九
〇
年
比
15

％
以
上
削
減
と
高
い
目
標
設
定
を

環
境
大
臣
に
要
請
し
た
こ
と
は
評

価
し
た
い
。
本
県
で
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

答　

国
の
地
域
版
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
な
ど
の
活
用
を
踏

ま
え
、
各
部
局
と
調
整
し
、
茨
城

県
版
の
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
と
し
て
打
ち
出
し
た
い
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
や
太
陽
光
発
電
施
設
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
の
導
入
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
支

援
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

答　

全
国
の
五
月
の
倒
産
件
数
が

前
年
比
で
減
少
し
た
が
、
政
府
な

ど
の
金
融
支
援
策
が
効
果
を
発
揮

し
た
と
調
査
会
社
で
分
析
し
て
い
る
。

本
県
の
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
倒

産
件
数
・
負
債
総
額
は
前
年
よ
り

増
え
た
が
、
緊
急
経
済
対
策
融
資

で
企
業
の
倒
産
に
歯
止
め
を
か
け

て
い
る
と
い
う
見
方
は
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
国
民
文
化
祭
後
の
文

化
振
興
策
、
合
併
後
の
商
工
会
等

の
活
動
の
あ
り
方
な
ど
も
質
問
）

問　

茨
城
空
港
の
開
港
ま
で
、
あ

と
一
年
を
切
っ
た
。
開
港
ま
で
の

残
さ
れ
た
期
間
で
何
を
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

ビ
ジ
ネ
ス
を
中
心
と
し
た
需

要
の
掘
り
起
こ
し
や
、
近
県
と
連

携
し
た
観
光
ツ
ア
ー
商
品
の
開
発

促
進
に
よ
る
観
光
需
要
の
掘
り
起

こ
し
を
行
う
。
ま
た
、
低
コ
ス
ト

で
高
い
収
益
を
生
む
路
線
の
提
案
や
、

着
陸
料
等
の
何
ら
か
の
優
遇
措
置

等
を
航
空
会
社
へ
示
し
、
就
航
に

つ
な
げ
た
い
。
東
関
道
や
常
磐
道

な
ど
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
等

が
課
題
で
あ
る
。

問　

県
が
行
う
公
共
事
業
に
お
け

る
市
町
村
の
負
担
額
は
ど
う
決
め

て
い
る
の
か
。

答　

市
町
村
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

法
令
に
基
づ

き
あ
ら
か
じ

め
市
町
村
の

意
見
を
聞
い

た
上
で
、
県

議
会
の
議
決

を
経
て
負
担

額
を
定
め
て

い
る
。

（
ほ
か
に
、

定
額
給
付
金

の
給
付
状
況

や
映
画
「
桜

田
門
外
ノ

変
」
へ
の
支

援
な
ど
も
質

問
）

問　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
一
日
も
早

い
導
入
を
望
む
が
、
導
入
時
期
は

い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
基
地
病
院
に
は
県
全
体
を

カ
バ
ー
で
き
る
病
院
を
選
定
し
、

連
携
を
図
れ
る
病
院
が
あ
れ
ば
協

力
し
て
進
め
る
べ
き
。

答　

来
年
度
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
の
運
行
を
目
指
し
て
い
る
。ま
た
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
基
地
病
院
を
ど
こ
に

す
る
か
や
、
連
携
に
よ
る
運
行
体

制
が
可
能
か
な
ど
も
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
導
入

検
討
委
員
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え

て
、
県
の
方
針
を
ま
と
め
て
い
く
。

問　

水
道
水
の
品
質
確
保
に
向
け
、

浄
水
技
術
を
向
上
す
べ
き
。

答　

水
源
に
応
じ
、
粒
状
活
性
炭

や
生
物
処
理
な
ど
の
高
度
浄
水
処

理
技
術
に
よ
り
、
適
切
に
対
応
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
タ
ミ
フ
ル
の
効
果
と

備
蓄
状
況
、
子
ど
も
の
予
防
接
種

の
公
費
負
担
の
考
え
方
な
ど
も
質

問
）

問　

市
町
村
に
お
け
る
耕
作
放
棄

地
対
策
協
議
会
に
つ
い
て
、
現
在

設
置
さ
れ
て
い
な
い
市
町
村
が
あ

る
が
、
設
置
で
き
な
い
理
由
が
あ

る
の
か
。

答　

市
町
村
の
取
り
組
み
に
開
き

が
あ
る
も
の
で
、
設
置
さ
れ
な
い

特
別
な
理
由
は
な
く
、
早
期
に
設

置
さ
れ
る
よ
う
、
県
か
ら
も
働
き

か
け
て
い
く
。

問　

本
年
三
月
に
茨
城
県
有
機
農

業
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、

有
機
農
業
を
拡
大
す
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
の
か
。

答 

有
機
農
業
に
つ
い
て
は
、
技
術

的
な
知
見
が
少
な
く
、
当
面
は
技

術
的
な
確
認
、
情
報
の
提
供
、
意

見
交
換
が
中
心
に
な
り
、
農
業
者

や
流
通
・
販
売
業
者
等
の
関
係
者

で
構
成
す
る
推
進
会
議
を
設
置
し
、

有
機
農
業
の
技
術
の
確
立
、
取
り

組
み
の
支
援
、理
解
の
推
進
を
行
う
。

（
ほ
か
に
、
本
県
の
食
料
自
給
率
、

今
年
度
の
生
産
調
整
の
見
込
み
に

つ
い
て
な
ど
も
質
問
）

問  

公
共
事
業
推
進
の
た
め
、
用

地
の
ス
ト
ッ
ク
を
し
っ
か
り
増
や

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
初
予
算
の
上
半
期
執
行
率
80
％

と
い
う
目
標
は
達
成
で
き
る
の

か
。
ま
た
、
補
正
予
算
の
対
応
は
。

答　

当
初
予
算
の
目
標
は
達
成
可

能
で
あ
る
。補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
目
標
を
設
定
す
る
が
、
目

標
の
達
成
に
は
、
用
地
を
頑
張
っ

て
取
得
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問  

水
郷
有
料
道
路
の
無
料
化
前

倒
し
は
、
住
民
に
と
っ
て
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
だ
が
、三
月
の
議
会
で
、

そ
の
よ
う
な
話
は
全
く
な
か
っ
た
。

議
会
で
議
論
さ
れ
な
い
ま
ま
、
無

料
化
を
決
定
し
た
経
緯
は
。

答  

赤
字
路
線
の
補
填
に
充
て
る

公
差
期
間
が
全
国
二
位
の
長
さ
と

な
る
こ
と
や
、
道
路
公
社
の
経
営

改
善
の
見
通
し
な
ど
を
総
合
的
に

判
断
し
た
。
地
元
の
熱
意
も
あ
り
、

無
料
化
前
倒
し
に
至
っ
た
。

（
ほ
か
に
、新
大
利
根
橋
有
料
道
路

の
無
料
化
、
警
察
と
連
携
し
た
交

通
安
全
施
設
の
整
備
な
ど
も
質
問

問　

急
増
す
る
ひ
っ
た
く
り
事
件

の
現
状
と
県
民
向
け
の
具
体
的
な

対
応
策
を
伺
う
。

答　

五
月
末
現
在
で
百
二
十
三
件

が
発
生
。
特
徴
は
、県
南
西
地
域
で
、

深
夜
、
市
街
地
で
、
六
十
歳
以
上

の
女
性
の
被
害
が
多
い
。
被
疑
者

検
挙
の
ほ
か
、
県
民
に
は
、
防
犯

メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
や
、

自
転
車
カ
ゴ
に
ネ
ッ
ト
を
掛
け
る
、

バ
ッ
グ
を
歩
道
側
に
持
つ
な
ど
現

場
で
の
注
意
を
行
っ
て
い
る
。

問　

市
町
村
で
は
、
少
子
化
な
ど

の
影
響
で
、
ま
ず
は
小
中
学
校
の

統
廃
合
を
検
討
し
て
お
り
、
耐
震

化
計
画
が
進
ん
で
い
な
い
。
市
町

村
の
耐
震
化
計
画
の
策
定
状
況
は
。

答　

市
町
村
耐
震
改
修
促
進
計
画

は
県
内
市
町
村
の
う
ち
十
九
市
が

策
定
済
み
で
、
二
十
四
市
町
村
が

策
定
予
定
で
あ
る
。
早
期
の
計
画

策
定
と
併
せ
、
小
中
学
校
の
耐
震

化
を
働
き
か
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
立
高
校
常
勤
講
師

の
配
置
状
況
、
取
調
べ
適
正
化
の

た
め
の
監
督
制
度
な
ど
も
質
問
）

常任委員会の審議から
本
県
版
の
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
打
ち
出
し
た
い

温
暖
化
対
策
に
向
け
た
独
自
の
取
り
組
み
は

新
た
な
路
線
獲
得
に
向
け
努
力

茨
城
空
港
の
開
港
ま
で
の
取
り
組
み
は

来
年
度
早
い
時
期
の
運
行
を
目
標

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
の
見
通
し
は

早
期
の
設
置
を
働
き
か
け
る

耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
の
設
置
状
況
は

県
民
へ
の
情
報
発
信
と
防
犯
指
導

ひ
っ
た
く
り
対
策
は

上
半
期
執
行
率
80
％
は
達
成
可
能

当
初
予
算
の
執
行
目
標
の
達
成
は
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日鉱金属（株）HMC工場を調査茨城県原子力オフサイトセンターを調査

阿見吉原東土地区画整理事業の現地調査自動車安全運転センター安全運転中央研修所を調査

県立こども病院を調査東総用水土地改良区を調査

閉 会 中 の 委 員 会 活 動

委員会

保健
福祉

　日鉱金属(株)日立事業所総合事務所（日立市）で、同社が取り組む
ＨＭＣ（日立メタル・リサイクリング・コンプレックス）事業の概要
や産業廃棄物の処理と有価物の回収など資源リサイクルの概要等に
ついて、説明を受けました。
　また、ＨＭＣ工場の錫、ニッケル等製造設備などや、日鉱環境(株)
のクリーンＺ炉（焼却炉）などを視察しました。（ほかに、（株）日立
製作所の事業見通しや東京ガス（株）の日立ＬＮＧ（液化天然ガス）基
地計画の概要等の説明も聴取）

委員会

総務
企画

委員会

環境
商工

　茨城県原子力オフサイトセンター及び独立行政法人日本原子力研
究開発機構原子力緊急時支援・研修センター（ひたちなか市）にお
いて、それぞれのセンターの果たす役割や機能について、詳しい説
明を受けました。また、各施設を視察しました。
　（ほかに、日立ビークルエナジー（株）（ひたちなか市）や日本原
子力発電（株）東海事務所（東海村）も視察）

　筑波研究学園都市と新東京国際空港（成田空港）の間に位置し、
圏央道阿見東ICに隣接する立地条件の下、商業・業務施設や宅地等
都市機能の集積が期待される阿見吉原東土地区画整理事業の整備状
況を視察しました。（ほかに、国道408号正直町交差点・主要地方道
土浦竜ケ崎線・国道355号石岡岩間バイパスJR跨線橋・都市計画道路
土浦新治線（国道354号）なども視察、竜ケ崎工事事務所及び土浦土
木事務所においても調査）

委員会

文教
治安

　自動車安全運転センター安全運転中央研修所（ひたちなか市）を
訪問し、概要の説明を受け、また、高度運転の訓練等の状況ととも
に、併設交通公園で行われている児童向け体験型交通安全教育の状
況の調査を行いました。同研修所は、各種運転講習等の指導員の養
成を含め、資質の高い運転者等の育成を目的に、実技と理論が一体
となった総合的な研修を実施している国内唯一の施設です。（ほか
に、県立大洗高等学校も視察）

　県立こども病院（水戸市）において、同院の概要、課題などにつ
いて、土田昌宏院長から説明を受けるとともに、ＮＩＣＵ（新生児集
中治療室）、ＧＣＵ（新生児後方病室）、クリーンルーム、成育在宅支
援室などを視察しました。
　説明の中では、医師確保、経営改革への取り組み状況などのほ
か、県北地域の新生児受け入れへの対応等が報告されました。（ほか
に、県立友部病院（笠間市）や県立中央病院（同）も視察）

　国内最大手の製材会社である中国木材（株）鹿島工場で、工場の
概要や、木造住宅の構造材として長年使用されてきた国産のスギと
米マツを組み合わせたハイブリッド・ビーム(異樹種集成材）につい
て説明を受け、原木からはがした樹皮をバイオマス燃料として大型
自家発電用ボイラーに投入し、乾燥木材に必要な蒸気と工場稼動に
必要なエネルギーを生産しているバイオマス発電所の様子などを視
察しました。（ほかに、東総用水土地改良区や、銚子市漁業協同組合
なども視察）

委員会

農林
水産

委員会
土木

（株）日立製作所、東京ガス（株）、日鉱金属（株）日立事業所

HMC事業の概要などを調査

県立こども病院、県立友部病院、県立中央病院

県立3病院を現地調査

県原子力オフサイトセンターの機能などを調査

中国木材（株）鹿島工場、東総用水土地改良区、銚子市漁業協同組合

バイオマス発電所の状況などを調査

阿見吉原東土地区画整理事業、国道 408 号正直町交差点、
主要地方道土浦竜ケ崎線ほか

阿見吉原東土地区画整理事業の整備状況などを調査
県立大洗高校、自動車安全運転センター安全運転中央研修所

児童向け体験型交通安全教育の状況などを調査

日立ビークルエナジー（株）、日本原子力発電（株）東海事業所ほか
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Ａ
委
員
（
自
民
）　

常
磐
線
や
Ｔ
Ｘ

が
都
心
と
直
結
す
る
こ
と
は
、
県
全

体
の
地
域
振
興
・
発
展
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
と
考
え
る
。
常
磐
線
の
東

京
駅
乗
り
入
れ
及
び
Ｔ
Ｘ
東
京
延
伸

の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

知
事　

常
磐
線
の
延
伸
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
五
年
度
の
開
業
に
向
け
工

事
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
Ｔ
Ｘ
に

つ
い
て
は
、
収
支
の
見
通
し
な
ど
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ

る
が
、
東
京
延
伸
に
向
け
、
引
き
続

き
関
係
者
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
つ
く
ば
の
特
色
を
活
か

し
た
Ｔ
Ｘ
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど

も
質
問
）

Ｂ
委
員
（
公
明
）　

子
宮
頸
が
ん
、

乳
が
ん
無
料
検
診
ク
ー
ポ
ン
を
有
効

活
用
し
受
診
率
50
％
へ
全
国
一
番
乗

り
を
目
指
し
た
い
。
①
県
指
定
病
院

で
誰
も
が
受
診
で
き
る
体
制
づ
く
り
、

②
ク
ー
ポ
ン
受
診
率
の
県
目
標
設
定
、

③
各
市
町
村
の
緊
急
雇
用
基
金
を
利

用
し
た
受
診
勧
奨
を
提
案
す
る
。

保
健
福
祉
部
長　

①
子
宮
が
ん
は
県

内
ど
こ
で
も
受
診
で
き
る
体
制
だ
が
、

乳
が
ん
も
同
様
に
で
き
る
よ
う
市
町

村
、
医
師
会
と
急
ぎ
調
整
し
た
い
。

②
国
が
見
込
ん
だ
50
％
を
目
指
す
。

③
葉
書
や
電
話
に
よ
る
積
極
的
な
個

別
勧
奨
を
市
町
村
に
働
き
か
け
た
い
。

（
ほ
か
に
、
雇
用
対
策
な
ど
も
質
問
）

Ｃ
委
員
（
自
民
）　

若
い
人
た
ち
の

雇
用
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

知
事　

高
校
卒
業
者
の
半
数
近
く
、

大
学
卒
業
者
の
約
36
％
が
三
年
後
に

離
職
し
て
お
り
、
技
能
の
継
承
な
ど

に
も
大
き
な
問
題
が
出
て
く
る
。
若

者
の
職
業
観
や
人
生
観
な
ど
を
教
育

の
中
で
培
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
安
定
し
た
職
場
確
保
の
た
め

企
業
誘
致
促
進
や
足
腰
の
強
い
中
小

企
業
の
育
成
、
安
定
し
た
生
活
の
た

め
に
結
婚
や
賃
金
対
策
も
必
要
で
あ

り
、
今
後
も
努
力
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
後
継
者
の
確
保
に
つ
な

が
る
所
得
目
標
が
設
定
で
き
る
農
業

の
確
立
な
ど
も
質
問
）

Ｄ
委
員
（
共
産
）　

年
間
約
五
百
万

ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
東
京
電

力
の
常
陸
那
珂
石
炭
火
力
発
電
所
二

号
機
が
運
転
開
始
す
れ
ば
、
本
県
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
全
国
三
位
と
な
り
、

温
暖
化
対
策
に
逆
行
す
る
。
二
号
機

建
設
中
止
を
強
く
求
め
る
が
所
見
は
。

知
事　

東
京
電
力
で
は
、
最
高
技
術

水
準
で
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
抑
制
す
る

と
し
て
お
り
、
ま
た
、
石
炭
火
力
発

電
と
し
て
は
、
世
界
最
高
水
準
の
熱

効
率
の
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
点
か
ら
、
建
設
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
る
状
況
に
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
特
別
支
援
学
校
整
備
計

画
、
介
護
保
険
の
改
善
な
ど
も
質
問
）

Ｅ
委
員
（
民
主
）　

住
宅
供
給
公
社
、

土
地
開
発
公
社
及
び
開
発
公
社
へ
の

県
の
支
援
額
は
七
八
五
億
円
に
及
ぶ
。

　

県
出
資
団
体
に
は
、
ま
だ
隠
れ
て

い
る
債
務
や
、
新
た
に
支
援
が
必
要

な
団
体
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

知
事　

各
公
社
と
も
、
需
要
の
低
迷

に
よ
り
土
地
処
分
が
進
捗
し
な
い
場

合
な
ど
に
追
加
支
援
が
見
込
ま
れ
る
。

　

土
地
開
発
公
社
は
、
今
後
、
低
価

法
の
適
用
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要

な
支
援
を
検
討
す
る
。
他
の
団
体
は
、

大
き
な
支
援
を
必
要
と
す
る
経
営
上

の
課
題
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
あ
た
ら

な
い
。

（
ほ
か
に
、
経
済
・
雇
用
対
策
も
質

問
）

Ｆ
委
員
（
自
民
）　

桜
川
市
と
石
岡

市
を
結
ぶ
上
曽
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
事

業
の
現
状
と
着
工
見
通
し
に
つ
い
て

伺
う
。

知
事　

桜
川
市
側
の
用
地
買
収
は

完
了
し
た
が
、
石
岡
市
側
が
未
了
の

た
め
引
き
続
き
交
渉
し
て
い
く
。
本

体
工
事
着
工
は
、
ト
ン
ネ
ル
本
体
部

分
の
延
長
短
縮
や
断
面
変
更
な
ど
に

よ
り
、
二
割
の
事
業
費
圧
縮
を
図
っ

た
が
、
朝
日
ト
ン
ネ
ル
事
業
の
よ
う

に
合
併
特
例
債
を
活
用
で
き
な
い
た

め
、
平
成
二
十
年
代
半
ば
の
見
込
み

で
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
農
業
高
校
の
地
域
連
携

や
実
習
助
手
の
確
保
な
ど
も
質
問
）

お知らせ
月日 曜 議 事 予 定
10. 5 月 議会運営委員会　本会議（開会、知事提出議案説明）
6 火 議案調査
7 水 議案調査
8 木 議会運営委員会　本会議（代表質問・質疑）
9 金 議会運営委員会　本会議（代表質問・質疑）
10 土
11 日
12 月（体育の日）
13 火 議会運営委員会　本会議（一般質問・質疑）
14 水 議会運営委員会　本会議（一般質問・質疑）

15 木 議会運営委員会　
本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）

16 金 常任委員会
17 土
18 日
19 月 常任委員会

20 火 議会運営委員会　本会議（予算関係議案常任委員
長報告、予算関係議案予算特別委員会再付託）

21 水 決算特別委員会
22 木 予算特別委員会
23 金 県出資団体等調査特別委員会
24 土
25 日
26 月 議会運営委員会　本会議（委員長報告、採決、閉会）

　次回の、平成21年第３回定例県議
会は、10月５日から26日までの22日
間の会期日程で開催される予定です。

  

本
委
員
会
（
田
山
東
湖
委
員
長
）
は
、
県
民
の
食
の
安
全
・
安
心
の
確
保
や

提
供
等
を
調
査
す
る
た
め
、
昨
年
三
月
の
設
置
以
来
十
三
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
最
終
回
と
な
っ
た
今
定
例
会
中
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
審
議
内
容

が
反
映
さ
れ
た
「
茨
城
県
食
の
安
全
・
安
心
推
進
条
例
案
」
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。
定
例
会
最
終
日
に
行
っ
た
調
査
結
果
報
告
に
お
け
る
主
な
提
言

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
安
心
で
き
る
食
の
確
保

○
安
全
・
安
心
な
食
の
確
保
と
生
産
・
供
給
に
寄
与
す
る
条
例
の
制
定

○
食
品
表
示
に
関
す
る
監
視
指
導
業
務
の
一
元
化
や
輸
入
食
品
の
検
査
体
制
の

充
実
・
強
化

◆
安
心
で
き
る
食
の
提
供

○
農
薬
・
肥
料
等
の
適
正
管
理
の
推
進

○
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
適
正
農
業
規
範
）
手
法
や
ハ
サ
ッ
プ
（
危
害
分
析
重
要
管
理
点
）

　

手
法
の
普
及
促
進

◆
安
心
で
き
る
食
の
未
来
へ

○
学
校
給
食
や
農
産
物
直
売
所
を
活
用
し
た
地
産
地
消
の
推
進
と
食
育
の
推
進

○
エ
コ
農
業
茨
城
の
推
進

○
本
県
農
林
水
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
農
林
水
産
物
フ
ェ
ア
の

開
催

飯
岡　

英
之（

自
由
民
主
党
）

田
村
け
い
子（

公　

明　

党
）

高
橋　
　

靖（
自
由
民
主
党
）

大
内
久
美
子（

日
本
共
産
党
）

青
山　

大
人（

民　

主　

党
）

白
田　

信
夫（

自
由
民
主
党
）

●
質
問
者

　

出
資
団
体
や
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
経

営
健
全
化
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査

す
る
た
め
、
第
一
回
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た

「
県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
」（
西

條
昌
良
委
員
長
）
は
、
こ
れ
ま
で
二
回
開
催

し
ま
し
た
。

　

第
一
回
委
員
会
で
は
、
委
員
会
の
調
査
方

針
や
活
動
計
画
な
ど
を
決
定
し
、
団
体
・
会

計
の
全
体
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
聴
取
し
ま

し
た
。
ま
た
、
第
二
回
の
委
員
会
で
各
出
資

団
体
の
現
状
・
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
聴
取

し
、
精
査
す
べ
き
七
団
体
、
三
会
計
を
選
定

し
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
詳
し
い
調
査
検
討

を
進
め
る
予
定
で
す
。

精
査
団
体

開
発
公
社
、
鹿
島
都
市
開
発
、
土
地
開
発
公

社
、
住
宅
供
給
公
社
、
社
会
福
祉
事
業
団
、

教
育
財
団
、
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機
構

精
査
会
計

鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
造
成
事
業
、
都
市
計
画

事
業
土
地
区
画
整
理
事
業
、
病
院
事
業

次回「いばらき県議会だより」No.169号の発行予定は11月です。

予 算 特 別 委 員 会食
の
安
全
・
安
心
推
進
条
例
案
を
審
査
し
、

最
終
調
査
結
果
を
報
告

安
心
で
き
る
食
の
確
保
や
提
供
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

県
出
資
団
体
等

調
査
特
別
委
員
会
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県民アンケートにご協力ください
　このアンケート調査は、県政や県議会（議会活動や議会広報）に対する県民の関心や意見などを把握し今後の県議会活動に反映させるうえで必要な基礎的
資料を得ることを目的に実施するものです。いただいたご意見等は、今後の議会活動や議会広報の参考にさせていただきますのでご協力をお願いいたします。
回答期限　平成 21年 8月 31日（月）　　アンケート回答方法　各設問の回答の番号に○印をつけてください。
アンケート送付方法　次頁をご覧ください。
※このアンケートは県議会ホームページから、ご回答いただくこともできます。県議会ホームページアドレス　http://www.pref.ibaraki.jp/gikai/

問１　産業大県づくりについて
　　茨城県では、競争力にあふれ、これからの日本を産業面でリードする
ため「産業大県」づくりを推進しています。産業大県の実現のために、
あなたは、次のうち特にどれに力を入れていくべきと思いますか。
　（２つまで○をつけてください）

1  ベンチャー企業の育成や新たな事業分野へ進出する企業の支援
2  つくば・東海などの科学技術を活かした産学官連携による先端産業の

　創出
3  世界と競争できるような企業の誘致推進
4  空港など広域交通ネットワークを活用した国内外に開かれた観光の拡大
5  消費者から信頼され、日本の食を支える元気ないばらき農業の確立
6  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問２　茨城空港について
　　茨城空港は平成 22年３月、小美玉市に開港予定です。より多くの航路
を確保するためどのような取り組みを行うべきと考えますか。
　（２つまで○をつけてください） 

1  様々な手段を講じ国内線の確保に引き続き努力する。
2  ＬＣＣ（格安航空会社）等海外の航空会社に就航を働きかける。
3  チャーター便の就航を働きかける。
4  県内、近県の需要を喚起する取り組みを積極的に行う。
5  東アジア等外国からの需要を喚起する取り組みを積極的に行う。
6  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問３　森林湖沼環境税について
　　県では、森林や霞ヶ浦をはじめとする湖沼・河川などの保全・整備
の推進のため、平成 20年度から５年間、「森林湖沼環境税」を導入して
おり、県民の皆様方から原則として 1人あたり年額 1,000 円を個人県民
税に上乗せする形で納税していただいております。あなたは、この森林
湖沼環境税を知っていますか。（1つに○をつけてください）

1  よく知っている。
2  税金を納税していることは知っているが、使われ方はよくわからない。
3  税金の名前は聞いたことがあるが、詳しいことはわからない。
4  税金が新たに導入されていることを知らなかった。

　　また、あなたは、この森林湖沼環境税をどのように使って欲しいと思
いますか。（２つまで○をつけてください）

1  間伐などによる森林の保全・整備
2  身近な平地林、里山林の保全・整備
3  県産木材の利用促進
4  生活排水や事業所排水等の汚濁削減による湖沼・河川の水質保全
5  子供などへの環境教育の充実
6  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問４　雇用対策について
　　あなたは、雇用対策として、次の中で、どれに力を入れていくべきだ
と思いますか。（２つまで○をつけてください）

1  企業誘致や新産業の育成などによる雇用の場の確保
2  行政がやってきた仕事を、民間に移すことによる、新たな雇用の創出
3  就職相談会や各種メディアを通じての雇用情報の的確な提供
4  ワークシェアリング（仕事の分かち合い）の推進の働きかけ
5  教育の場における職業訓練の充実
6  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問５　福祉の充実について
　　あなたは、福祉の充実について、次の中で、どれに力を入れていくべ
きだと思いますか。（２つまで○をつけてください）

1  高齢者や障害者が、地域の中で共に暮らすことができる機会や施設の      
　充実
2  介護保険サービスや障害者に対する福祉サービスの充実
3  ホームヘルパーなど、福祉関係の人材育成
4  在宅で介護している家族などへの支援
5  生涯学習や社会参加の支援などの生きがい対策
6  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問６　子育て支援について
　あなたは、子育ての支援について、次の中でどれに力を入れていくべき
だと思いますか。（２つまで○をつけてください）

1  保育所などの保育施設の充実
2  保育サービスの拡充（受け入れ対象児の拡大、延長保育の推進など）
3  地域で子育てを支援する体制づくり（育児サークルなど）
4  放課後、子供を預かる児童クラブなどの充実
5  幼稚園と保育所の一元化
6  子育てへの経済的支援
7  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問７　農業の振興について
　　茨城県は農業産出額全国第 3位の農業大県ですが、一層の農業の振興
を図るため、あなたは、次の中でどれに力を入れていくべきだと思いま
すか。（２つまで○をつけてください）

1  後継者や新規就農者の育成
2  地産地消（地域でとれた食材を地域内で消費する取り組み）の推進
3  優れた農畜産物のブランド化などによるイメージアップと市場の拡大
4  都市と農山村の交流の拡大（農産物直売所の開設など）
5  農畜産家の生産規模の拡大と生産性の向上
6  農薬等の適正な使用や堆肥の利用による、環境に優しい農業の推進
7  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問８　食の安全・安心について　
　　あなたは、食の安全・安心の実現のため、次の中でどのようなことに
力を入れるべきだと思いますか。（３つまで○をつけてください）

1  食の安全・安心に関する情報提供
2  生産者や事業者と消費者が交流し話し合う場の設置
3  地域の食文化や食品の安全に関する知識を深める食育の推進
4  県内で生産された農畜水産物や食品についての認証制度の推進
5  食品や農産物に対する安全確保のための基準の強化
6  生産者、事業者に対する監視・指導の強化
7  食品の検査の強化
8  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問９　景観行政について
　　景観に対する県民の関心が高まっている中、今後、次の中でどのよう
な取り組みを強化していくべきだと思いますか。（２つまで○をつけてく
ださい）

1  景観に配慮した公共事業の推進
2  建物の色や形などに対する規制や誘導
3  地域住民の参加によるボランティア活動
4  景観育成のための、行政からの経費助成
5  景観に関する講習会や表彰の実施などの啓発活動
6  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 10　道路行政について
　　あなたは、今後の道路整備は次の中でどれに力を入れていくべきだと
思いますか。（２つまで○をつけてください）

1  高速道路の整備
2  国道などの幹線道路の整備
3  市街地の中の生活道路の整備
4  歩道や自転車道の整備
5  景観・美観に配慮した道路の整備
6  既存の道路の維持補修
7  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 11　教育のあり方について
　　あなたは、学校教育のあり方について、次の中で、どれに力を入れて
いくべきだと思いますか。（２つまで○をつけてください）

1  授業時間の増加など学力向上のための取り組み
2  教師の負担軽減による児童・生徒と向き合う時間の確保
3  命の大切さと他人を思いやる道徳教育の充実
4  地域で活躍する人材の学校教育での活用
5  地域と一体となった教育の推進
6  児童・生徒のボランティア・地域活動への参加
7  子供の悩みに対する相談体制の充実
8  その他（　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 ）

議会だより県民アンケート設問
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問 12　安全な社会づくりについて
　　安全な社会づくりには警察の取り組みの強化が不可欠ですが、地域の
安全を守るためには警察以外の人々の協力も重要です。
　　あなたは、次のうち、警察以外の機関や人たちはどのようなことをす
べきだと思いますか。（２つまで○をつけてください）

1  住民共同パトロール 3  防犯カメラの設置
2  街灯・防犯灯の増設 4  落書き消去等の環境浄化
5  駐車・駐輪場の防犯対策
6  住民、学校、企業・団体など地域の絆を強める取組み
7  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　）

問 13　県の重点施策について
　　あなたは、今後、県がどのような分野に力を入れていくべきだと思い
ますか。 （５つまで○をつけてください）

1  安全・快適な社会づくり   8  消費者対策
2  住みやすい都市づくり   9  商工業の振興
3  公共交通機関の充実 10  農林水産業の振興
4  保健・福祉・医療の充実 11  観光の振興
5  教育の充実 12  自然保護、環境対策
6  子育て支援対策 13  文化・芸術・スポーツの振興
7  雇用対策 14  国際交流の推進

問 14　議会広報について
　　県議会だよりは、年４回開催される定例県議会の終了後に発行してい
ます。
　　県議会だよりをより多くの皆様に読んでいただくには、どのような点
を改善すればよいと思いますか。（２つまで○をつけてください）

1  写真やイラストを増やす。
2  文字情報を増やし、記事全般についてより詳しく記載する。
3  特集を組むなど、特に重点をおいた内容について分かりやすく記載する。
4  色使いやレイアウトを工夫する。
5  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

問 15　議会活動について（調査特別委員会について）
　　県議会では、県政上の重要かつ緊急の課題について、対応策等につい
て重点的に調査・審議する特別委員会を設置しています。

　　あなたは、県議会の調査特別委員会において、どのような課題につい
て、調査や審議をしてほしいと思いますか？（２つまで○をつけてくだ
さい。）
1  地域振興の分野における課題
2  環境の分野における課題
3  商工、観光、労働の分野における課題
4  保健、福祉、医療の分野における課題
5  農林水産業の分野における課題
6  教育分野における課題
7  その他（　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 16  県政・県議会に対する提案等
　　県政や県議会に対してご意見、ご提案がありましたらご自由にお書き
ください。

問 17  アンケート回答者について
　　最後にあなたご自身のことについて、お聞かせください。

　問　あなたの性別は    1  男性　 2  女性
　問　あなたの年齢はおいくつですか
　　　 1, 19 歳以下　2, 20 ～ 29歳　3, 30 ～ 39歳　4, 40 ～ 49歳
　　　 5, 50 ～ 59歳　6, 60 ～ 69歳　7, 70 歳以上

　問　あなたの主なご職業は何ですか
　　　 1  自営業・自由業　2  農林漁業　3  商工サービス業　4  管理職
　　　 5  事務職・専門技術職   6  労務職　7  学生　8  主婦　9  その他無職

　問　あなたのご住所を市町村名でお答えください。
          （　　　　　　　　　　市・町・村）

質問は以上で終わりです。ご協力いただきありがとうございました。
アンケートの結果については次回発行のいばらき県議会だよりNo.169
（平成 21年 11月発行予定）で公表いたします。

封筒の作り方
①切り取り線に沿って紙面から切り取り、この面が外側になるよ
　うによこ半分に折ります。

④切手をはらずにそのまま近くの
　ポストへ投かんしてください。

②たて半分に折ります。 ③のりしろを図のように
　はり合わせます。


